
  二 〇 二 五 年 度 夏 期 「 東 大 現 代 文 」 【 テ ス ト 第 １ 回 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

                                     担 当 中 野 芳 樹  

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 挟 み 込 み 、 一 行 に 二 行 書 き 、 は み 出 し 、

小 さ い 文 字 で の 書 き 過 ぎ 、 そ の 他 ）…… 当 該 設 問 は 失 格 

 ＊ 解 答 欄 一 行 は 二 五 ～ 三 〇 文 字 程 度 

ｃ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

ｄ 必 須 ポ イ ン ト に つ い て 。 必 須 ポ イ ン ト は 、 こ れ が ク リ ア さ

れ て い な け れ ば そ の 時 点 で 失 格 。 た だ し 、 必 須 項 目 が 「 加 点

は さ れ な い も の の 、 構 文 や 内 容 上 は ほ ぼ 適 切 で あ る も の 、 減

点 に よ り 得 点 の な い も の 」 等 で あ れ ば 、 「 必 須 」 の 条 件 自 体 は

ク リ ア し た も の と し て 、 他 の 基 準 部 分 は 採 点 す る 。 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

一 （ ６ 点 ） 

書 物 は 、 書 物 と い う 世 界 の 完 全 性 と い う 理 念 に 託 し て 、 現 実 世

界 を 一 巻 の 書 物 に 帰 着 さ せ る 世 界 像 を 体 現 し て い る と い う こ と 。 

 

 ＊ ① ・ ② は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 書 物 （ と 世 界 ） に つ い て １ 点 

② 構 文 ＝ 書 物 が 世 界 （ 像 ） を ・ 体 現 す る ２ 点 

 ＊ 「 世 界 を 書 物 と み る 」 「 書 物 は 世 界 と み な さ れ る 」 等 は １ 点 

③ 「 夢 見 ら れ た 」 ＝ 書 物 と い う 理 念 に 託 し た ２ 点 

 ＊ 「 夢 想 」 は 、 １ 点 の み 

④ 「 絶 対 的 な 「 作 品 」 」 ＝ 究 極 の 書 物 （ 書 物 と い う 世 界 の 完 全 性 ） 

１ 点 

 

 

 

 

二 （ ６ 点 ） 

無 限 の 可 能 性 を 示 す 世 界 を 前 に 、 書 物 は 、 思 想 的 理 念 と 物 理 的

感 触 を 兼 備 す る 世 界 へ の 人 間 の 参 入 を 常 に 媒 介 し た と い う こ と 。 

 

 ＊ ① ・ ② は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 書 物 （ と 世 界 ） に つ い て 配 点 は 無 し 

② 構 文 ＝ 書 物 は 人 間 が 世 界 に 「 踏 み 出 す 敷 居 」 に あ っ た １ 点 

③ 「 敷 居 」 ＝ 書 物 が 世 界 へ の 参 入 を 常 に 媒 介 す る 、 の 意 ２ 点 

 ＊ 「 い つ も 」 の ニ ュ ア ン ス を 欠 け ば 、 １ 点 減 点 

④ 「 そ こ で 」 ＝ 世 界 の 無 限 の 可 能 性 （ の 想 像 ） に お い て １ 点 

⑤ 「 世 界 」 ＝ 思 想 的 理 念 と 物 理 的 感 触 を ・ 共 に 具 え た ２ 点 

 

 

 

 

 

三 （ ６ 点 ） 

数 千 年 来 、 書 物 に 託 さ れ て き た 人 類 の 知 性 史 上 の イ デ ア は 、 驚

異 的 な デ ィ ジ タ ル な デ ー タ 記 号 へ と 継 承 さ れ 始 め た と い う こ と 。 

 

 ＊ ① ・ ③ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ ユ リ シ ー ズ の 末 裔 た ち が 、 躍 動 し は じ め た １ 点 

② 「 ユ リ シ ー ズ 」 ＝ 数 千 年 に お よ ぶ 人 類 の 知 性 史 に お い て ・ 書

物 に 託 さ れ て き た イ デ ア ２ 点 

③ 「 末 裔 た ち 」 ＝ （ ② が ） デ ィ ジ タ ル な デ ー タ 記 号 （ 電 子 テ ク

ノ ロ ジ ー ） ・ へ と 受 け 継 が れ （ 始 め ） た 、 の 意 ２ 点 

④ 「 躍 動 し ば じ め た 」 ＝ 目 覚 ま し い （ 驚 く べ き ） も の に な り は

じ め た 、 の 意 １ 点 

 

 

 

 

四 （ 16 点 ） 

世 界 の 理 念 ・ 媒 体 と な る 書 物 の 物 質 的 有 限 性 は 、 託 さ れ た 理 念

の 有 限 性 を 了 解 さ せ 、 書 物 の 力 、 イ デ ア の 豊 か な 源 泉 と な っ た 。

現 代 の 電 子 テ ク ノ ロ ジ ー が 永 遠 化 し た と 見 え る テ ク ス ト は 死 や

消 滅 へ の 想 像 力 を 失 い 、 知 性 の 求 め る 尊 厳 と 謙 虚 さ か ら 乖 離 す

る と い う こ と 。 （ 一 二 〇 字 ） 

 

 ＊ ① ・ ② と 、 ⑤ も し く は ⑥ の い ず れ か と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 現 代 で は ・ 想 像 力 が 保 持 さ れ な い こ と ２ 点 

② デ ィ ジ タ ル な デ ー タ 記 号 （ テ ク ス ト ） （ が ① で あ る ） １ 点 

③ ② は 永 遠 化 し た よ う に 見 え ・ 死 や 消 滅 へ の 想 像 力 を 失 っ て

い る １ 点 ・ ２ 点 

④ 「 こ ん な 繊 細 な 物 質 的 イ マ ジ ネ ー シ ョ ン 」 ＝ 書 物 は 物 質 的 に

有 限 で あ る ・ （ そ の 有 限 性 が ） 書 物 の 力 で あ り ・ 書 物 の 体 現 す

る イ デ ア の 豊 か な 源 泉 だ っ た ２ 点 ・ １ 点 ・ １ 点 

⑤ ① ～ ③ に よ り 知 性 の 求 め る 尊 厳 と 謙 虚 さ か ら 遠 ざ か る 

２ 点 

⑥ 書 物 は 世 界 の イ デ ア （ 理 念 ） で あ っ た ２ 点 

⑦ 書 物 は 世 界 へ の 媒 介 で あ っ た ２ 点 

 

 

 

 

 

 

五 （ 各 ２ 点 ） 

ａ 喪 失 ｂ 混 沌 ｃ 憧 


